
人々の暮らしを守り 自然を守り 川とともに生きる 

木津川上流河川事務所 

～木津川上流河川事務所～ 

Ｈ29.11.08 宇陀川のナルミ井堰で魚道の簡易改良(補修)を実施 
～魚がのぼりやすい川への再生～ 

 木津川上流河川事務所では、魚類の遡上が困難な箇所（井堰など）につい

て、地域の皆様との協働により魚道の簡易改良を行い、魚がのぼりやすい川

づくりを順次進めています。 

 宇陀川のナルミ井堰は平成２４年９月に簡易改良を実施しましたが、補修が

望ましい状況になっていたため、簡易な方法で魚類がのぼりやすくなるよう補

修を行いました。今回の改良は地域の関係者の皆様に参加・協力いただき、

手づくりの魚道補修を行いました。 

 日   時： 平成２９年１１月８日（水） １３：３０～１５：３０ 
 場   所： 宇陀川 ナルミ井堰 （宇陀市室生三本松地先） 
 参加人数： １９名 
 参加団体： 鳴海水利組合、中村自治会、室生漁業協同組合、 
         宇陀市農林課、木津川上流河川事務所  

 
 

 

 

 
 

 

簡易改良実施前 

 
 

  
 

 

 

 
 

 

 

 

  

  
   
     
   
   
 

【問い合わせ先】 
国土交通省 近畿地方整備局 木津川上流河川事務所   調査課 
〒518-0723 三重県名張市木屋町812-1 TEL 0595-63-1611 

↑参加者の方々と手づくりで魚道を設置しました。 

土のう作成 現地で材料を採取 魚道設置 資材搬入 

簡易改良実施後 

【問題点】 
下流側の隔壁
の消失により、
落差が大きく
なり、プール
水深も浅く
なっている。 

 ：木津川上流 
   河川事務所管内の堰 

ナルミ井堰 

【改良方法】 
土のうによる
隔壁を設置し、
プール内水位
を上昇させ、
落差を緩和す
る。 

簡易魚道の完成 
H24年9月実施 

今回実施 

今回実施 

落
差 

破損 

補修イメージ 

H24年9月実施 

参加者の方々 

 

 

 
 多くの人の協力により、短時間で魚道の改良ができました。 
 何年後かに、また改良する機会があれば、声をかけて欲しい。  

↓前回参加の方々もまた魚道の補修に来てくれました。 

H24年9月実施 

簡易魚道 
設置範囲 

 

・流水の落差を解消 
・プール内水位の確保 

【参加者の声】 
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